
■県有財産活用による再エネの導入状況について 

 ２．土地 

■福島空港メガソーラー事業 

 （企画調整部） 
・発電量約1.2メガワットの太陽光発電所を建設 

・事業主体は福島発電（株） 

・本日12月2日起工式 

・年明け3月運転開始を目指す 

 １．建物 

■復興公営住宅での太陽光発電導入 

 （企画調整部・土木部） 
・集会所や住宅の共用スペースの電力を供給 

 （今年度は14棟発注済） 

・屋根の余剰スペースで「屋根貸し」を実施 

・近日中に発電事業者募集予定 

 

■大笹生学園「屋根貸し」による太陽光発電導入 

 （企画調整部・保健福祉部） 
・現在建設中の屋根の一部約400㎡を発電事業者に「屋根貸し」 

・近日中に発電事業者募集予定 

 

■福島県地球温暖化対策等推進基金を活用した 

 防災拠点支援事業（生活環境部・各部） 
・代表的な施設（南相馬合同庁舎、ハイテクプラザ等） 

・太陽光パネルと蓄電池を整備 

 

 ３．県有ダム 

■農業用ダムでの小水力発電調査事業 

 （農林水産部） 
・3ダム（横川、高の倉、岳）で概略設計中 

・発電量合計約450キロワットを想定 

 

■四時（しとき）ダムでのESCO事業 

 （土木部） 
・発電量約470キロワットの小水力発電設備を整備 

・平成25年11月22日に契約締結 

・平成27年4月から発電及びＥＳＣＯサービス開始 

 

資料２ 

＜参考＞再エネ関連のトピックス 

■避難地域における農地転用の規制緩和（農林水産部） 

 


